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平成23年10月1日（土）・2日（日）の2日間、第44回道工大祭が開催されました

秋2011
H o k k a i d o  I n s t i t u t e  o f  Te c h n o l o g y

○ 道工大祭が開催されました

○ 建築学科主催「建築デザインコンペ」の表彰式が行われました

○ 117日間セーフティラリーの閉会式が行われました

○ 平成23年度秋季図書館イベントの表彰式が行われました

○ 「北海道工業大学 市民公開講座」が開催されました

○ 小学生向けモノづくり教室「サイテクアド」が開催されました

○ 第11回ロボット☆トライアスロン札幌大会2011で総合優勝しました

○ 第63回北海道大学バスケットボール選手権大会で第3位となりました

○ 札幌駅前通地下歩行空間で「言の葉の森プロジェクト」を開催しました

○ 「学生のための住宅デザインコンペティション」で本学学生が優秀賞に輝きました

○ 第45回全日本空手道連盟和道会北海道大会で優勝しました

○ 北海道学生ハンドボール秋季3部リーグ戦で優勝しました

大学総合

学生の活躍

地域・産学連携
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平
成
23
年
10
月
22
日
（
土
）
本
学
合
同
講
義
室
に
お
い

て
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
「
建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
」

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
に
は
、
最
優
秀
賞
、
2
等
、
3
等
を
受
賞
し
た

生
徒
さ
ん
４
名
を
お
招
き
し
て
、
審
査
委
員
長
で
あ
る

長
谷
川
豪
氏
か
ら
表
彰
状
と
副
賞
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

〈
最
優
秀
賞
〉（
１
名
）

「
緑
を
眺
め
、
動
物
と
暮
ら
す
小
さ
な
家

＝
心
地
よ
い
小
さ
な
家
に
つ
い
て
考
え
る
＝
」

 

大
分
県
立
大
分
工
業
高
等
学
校
建
築
科
２
年 
 

福
田
し
お
り
さ
ん

〈
２
等
〉（
１
名
）

「Scenery Seen From
 Spiral Staircase

〜
31
階
建
て
の
建
築
物
〜
」

 

北
海
道
札
幌
工
業
高
等
学
校
建
築
科
３
年　

 

葛
西
義
章
さ
ん

〈
３
等
〉（
２
名
）

「
屋
外
に
浸
食
さ
れ
る
家　

屋
外
を
浸
食
す
る
生
活
」

 

長
野
県
長
野
工
業
高
等
学
校
建
築
科
３
年　

 
原
山
雅
也
さ
ん

「Tarpaulin H
ouse　

〜
自
然
に
溶
け
こ
む
空
中
空
間
〜
」

 

北
海
道
札
幌
工
業
高
等
学
校
建
築
科
３
年　

 

久
保
鈴
奈
さ
ん

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
ま
す
ま
す
の
飛
躍

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
23
年
10
月
１
日
（
土
）・
２
日
（
日
）
の
２
日
間
、

大
学
祭
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る
第
44
回
道
工
大
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
屋
外
45
団
体
、
屋
内
26
団
体
が
出
展
・
展

示
を
行
い
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
は
祭
り
一
色
で
活
気
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

１
日
目
は
あ
い
に
く
の
降
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た

が
、
多
く
の
お
客
さ
ま
が
来
場
し
、
ビ
ン
ゴ
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
や
、
各
模
擬
店
で
食
事
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

19
時
30
分
か
ら
は
、
恒
例
の
花
火
大
会
が
行
わ
れ
、

小
雨
の
中
で
し
た
が
、
次
々
と
打
ち
あ
が
る
花
火
に
お

客
さ
ま
か
ら
は
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

２
日
目
は
昼
過
ぎ
か
ら
好
天
と
な
り
、
多
く
の
お
客

さ
ま
が
来
場
し｢

モ
っ
チ
ん
ぐ
ふ
ら
い
（
も
ち
ま
き
）｣

や
「
ク
イ
ズ
☆
ラ
リ
ー 

in 

Ｈ
Ｉ
Ｔ
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

道
工
大
祭
は
、
２
日
間
の
日
程
を
無
事
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

道
工
大
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

建
築
学
科
主
催

「
建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
」の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
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大
学
総
合



平
成
23
年
11
月
１
日（
火
）
16
時
30
分
か
ら
Ｇ
１
０
３
講
義

室
に
お
い
て
、
１
１
７
日
間
セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
の
閉
会
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
は
、
本
学
学
生
お
よ
び
教
職
員
の
交
通

安
全
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
実
施
し
て
い

る
行
事
で
す
。
今
年
で
18
回
目
の
実
施
と
な
り
、
６
月
10
日
か

ら
10
月
４
日
ま
で
の
１
１
７
日
間
で
、
期
間
中
の
無
事
故
・
無

違
反
を
競
う
も
の
で
す
。

会
場
に
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
に
参
加
し
た
学
生
・
教
職

員
約
１
４
０
名
と
、
来
賓
と
し
て
北
海
道
札
幌
方
面
手
稲
警
察

署
か
ら
地
域
交
通
課
長
の
工
藤
警
視
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し

た
。主

催
者
の
関
協
学
会
委
員
長
か
ら
達
成
率（
チ
ー
ム
達
成

率
：
73
・
５
％
、
個
人
達
成
率
：
91
・
２
％
）
が
報
告
さ
れ
、

続
い
て
太
田
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
か
ら「
参
加
者
の

９
％
が
違
反
を
犯
し
て
い
ま
す
。
自
動
車
教
習
所
ま
た
は
免
許

更
新
時
の
運
転
者
講
習
で
学
ん
だ
こ
と
な
ど
を
思
い
返
し
、
交

通
安
全
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。」と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
来
賓
の
工
藤
警
視
か
ら
講
話
を
い
た
だ
き
、｢

『
う
っ

か
り
』、『
ぼ
ん
や
り
』に
よ
る
自
動
車
事
故
、
自
転
車
と
歩
行
者

と
の
接
触
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
セ
ー
フ
テ
ィ

ラ
リ
ー
を
継
続
し
て
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
願
い
ま

す
。｣

と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
引
き
続

き
交
通
安
全
に
心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

１
１
７
日
間
セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
の

閉
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
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平
成
23
年
11
月
29
日
（
火
）
16
時
20
分
か
ら
、
本
学

図
書
館
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長
室
に
お
い
て
、
秋
季
図

書
館
イ
ベ
ン
ト
で
募
集
し
た
読
書
感
想
文
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

読
書
感
想
文
は
48
名
か
ら
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の

結
果
、
次
の
と
お
り
受
賞
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

岡
崎
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
長
賞
お
よ
び
優
秀
賞
の
受
賞
者
に
対
し
て
賞
状

と
記
念
品
、
佳
作
の
受
賞
者
に
対
し
て
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
秋
季
図
書
館
イ
ベ
ン
ト
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

【
読
書
感
想
文　

受
賞
者
】

〈
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長
賞
〉

　

作
品
名　
「
異
邦
人
」

　
　

医
療
福
祉
工
学
科　

 

１
年　

小
沼
圭
一
さ
ん

〈
優
秀
賞
〉

　

作
品
名　
「
星
の
王
子
様
」

　
　

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科 

４
年　

千
葉
翔
太
郎
さ
ん

　

作
品
名　
「
砂
の
女
」

　
　

情
報
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
工
学
科
１
年　

塩
田
拓
哉
さ
ん

　

作
品
名　
「
本
は
、
こ
れ
か
ら
」

　
　

人
間
社
会
学
科　

 

１
年　

櫻
田
祥
吾
さ
ん

〈
佳
作
〉

　

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻 

１
年　

下
田
健
士
さ
ん

　

都
市
環
境
学
科 

１
年　

早
坂
朋
博
さ
ん

　

医
療
福
祉
工
学
科 

１
年　

本
館
佑
佳
さ
ん

　

人
間
社
会
学
科 

３
年　

川
股
未
来
さ
ん

　

人
間
社
会
学
科 

１
年　

畠
山
飛
鳥
さ
ん

　

人
間
社
会
学
科 

１
年　

横
田
一
貴
さ
ん

　

人
間
社
会
学
科 

１
年　

小
林
明
日
香
さ
ん

　

人
間
社
会
学
科 

１
年　

田
渕
圭
祐
さ
ん

　

人
間
社
会
学
科 

１
年　

湯
岡
永
光
さ
ん

　

人
間
社
会
学
科 

１
年　

佐
藤
綾
香
さ
ん



く
ら
い
の
深
さ
ま
で
埋
ま
っ
て
い
る
か
」
な
ど
積
極
的

な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
11
月
16
日（
水
）
の
２
回
目
は
、
本
学
建
築

学
科
の
谷
口
尚
弘
准
教
授
が
講
師
と
な
り
、
テ
ー
マ「
地

域
と
連
携
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
具
体
的
な
事

例
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
ま
ち
づ
く
り
」
と
は
、
街
路
・

公
園
・
建
物
等
を
創
造
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
住

民
・
行
政
・
研
究
者
も
主
体
的
に
住
環
境
を
改
善
す
る

た
め
に
参
画
し
、
か
つ
、
個
人
の「
学
び
の
場（
自
己
成

長
意
識
向
上
、自
己
再
認
識
）」で
あ
る
こ
と
、ま
た
、「
ま

ち
づ
く
り
」の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
市
民
参
加
の

手
法
）と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
行
役
と
し
て
の「
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
－
」の
条
件
な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
に
は「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
は

ど
う
し
た
ら
集
ま
り
ま
す
か
」「
て
い
ね
夏
あ
か
り
開
始

当
初
の
事
業
費
は
ど
の
よ
う
に
集
め
た
の
で
す
か
」
な

ど
積
極
的
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
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地
域
・
産
学
連
携

平
成
23
年
11
月
７
日（
月
）・
16
日（
水
）
の
両
日
、
13

時
30
分
か
ら
手
稲
区
民
セ
ン
タ
ー
３
階
視
聴
覚
室
に
お

い
て
、「
北
海
道
工
業
大
学
市
民
公
開
講
座
」を
開
催
し
ま

し
た
。

こ
の
公
開
講
座
は
地
域
連
携
の
一
環
と
し
て
、
本
学
と

手
稲
区
民
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
の
共
催
で
、
手
稲
区
に

在
住
か
お
勤
め
の
方
を
対
象
に
、
年
２
回
開
催
さ
れ
る
も

の
で
す
。

平
成
23
年
11
月
７
日（
月
）
の
１
回
目
は
、
本
学
建
築

学
科
の
魚
住
昌
広
准
教
授
が
講
師
と
な
り
、
テ
ー
マ「
建

築
・
都
市
に
お
け
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
技
術
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
、
石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
代
わ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
な
ど
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
具
体

的
な
事
例
と
し
て
、
現
在
建
築
中
の
本
学
新
体
育
館
へ
の

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
技
術
の
導
入
状
況
や
、
本
学
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み
の
成
果
に
つ
い
て
の
紹
介

が
あ
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
は
、
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
に
は「
地
震
が
来
た
際
に
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

は
折
れ
な
い
の
か
」、「
体
育
館
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
は
ど
の

「
北
海
道
工
業
大
学 

市
民
公
開
講
座
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た

術
）へ
の
興
味
を
喚
起
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
北
海

道
工
業
大
学
が
主
催
し
、
札
幌
市
・
札
幌
市
教
育
委
員

会
・
手
稲
区
の
後
援
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

2
3
2
4
B
教
室
で
は
低
学
年（
1
〜
3
年
生
）を
対

象
と
し
て
、
本
学
情
報
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
工
学
科
の
小
川

直
久
教
授
が
講
師
を
務
め
る「
ぶ
ん
ぶ
ん
カ
ー
を
作
ろ

う
」、
2
3
2
5
B
教
室
で
は
高
学
年（
4
〜
6
年
生
）

を
対
象
と
し
て
、
本
学
高
等
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
高

村
政
志
教
授
が
講
師
を
務
め
る「
ス
ト
ロ
ー
と
輪
ゴ
ム

で
作
る
多
面
体
」の
講
座
が
開
講
さ
れ
、
多
く
の
児
童
の

皆
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

「
ぶ
ん
ぶ
ん
カ
ー
を
作
ろ
う
」の
講
座
で
は
、
振
動
モ
ー

タ
ー
・
ボ
タ
ン
電
池
・
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
を
使
っ
て
、
振

動
に
よ
り
走
り
回
る
ぶ
ん
ぶ
ん
カ
ー
を
手
作
り
し
、
迷

路
で
競
争
し
ま
し
た
。

「
ス
ト
ロ
ー
と
輪
ゴ
ム
で
作
る
多
面
体
」の
講
座
で
は
、

多
面
体
の
構
造
に
つ
い
て
解
説
し
た
後
、
ス
ト
ロ
ー
と

輪
ゴ
ム
を
使
っ
て
正
十
二
面
体
を
手
作
り
し
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
し
た
が
、
参
加
し
た
児
童
の
皆
さ
ん
に

は
、
モ
ノ
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

平
成
23
年
12
月
22
日（
木
）
14
時
30
分
か
ら
、
本
学

2
3
2
4
B
教
室
お
よ
び
2
3
2
5
B
教
室
を
会
場
と

し
て
、
北
海
道
工
業
大
学 

小
学
生
向
け
モ
ノ
づ
く
り
教

室「
サ
イ
テ
ク
ア
ド（
サ
イ
エ
ン
ス
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
）」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
公
開
講
座
は
、
講
座
を
通
し
て
自
分
の
手
で
モ

ノ
を
作
る
楽
し
さ
を
経
験
し
、
そ
の
背
景
に
あ
る
科
学

的
原
理
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
理
科（
科
学
技

小
学
生
向
け
モ
ノ
づ
く
り
教
室

「
サ
イ
テ
ク
ア
ド
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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学
生
の
活
躍

平
成
23
年
10
月
２
日
（
日
）
北
海
道
工
業
大
学
5
号

館
１
階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
第
11
回
ロ
ボ
ッ
ト
☆

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
札
幌
大
会
２
０
１
１
」
で
、
本
学
高

島
昭
彦
准
教
授
の
ゼ
ミ
生
の
２
チ
ー
ム
が
、norm

al

カ
テ
ゴ
リ
ー
部
門
の
タ
イ
ム
順
位
で
１
位
・
２
位
と

な
り
、
そ
の
う
ち
の
１
チ
ー
ム
は
技
術
点
で
も
高
く
評

価
さ
れ
見
事
総
合
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
は
、
自
律
型
ロ
ボ
ッ
ト

が
「
ラ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
」「
迷
い
の
森
」「
空
き
缶
運
び
」

の
３
種
目
を
連
続
し
て
行
い
、
そ
の
タ
イ
ム
を
競
う
競

技
で
す
。

受
賞
し
た
チ
ー
ム
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

〈
総
合
優
勝　

タ
イ
ム
順
位
１
位
〉

チ
ー
ム
名
：
茂
谷
茂
谷
／
ロ
ボ
ッ
ト
名
：Dow
n by law

メ
ン
バ
ー
：

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科 

４
年　

加
茂
雅
人
さ
ん

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科 

４
年　

二
谷
太
唯
紀
さ
ん

〈
タ
イ
ム
順
位
２
位
〉

チ
ー
ム
名
：
シ
ュ
ガ
ー
／
ロ
ボ
ッ
ト
名
：
ボ
ッ
ト
マ
ン

メ
ン
バ
ー
：

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科 

４
年　

佐
藤
友
哉
さ
ん

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科 

４
年　

松
原
康
人
さ
ん

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科 

４
年　

小
倉
健
太
さ
ん

受
賞
し
た
チ
ー
ム
の
皆
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

第
11
回
ロ
ボ
ッ
ト
☆
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

札
幌
大
会
２
０
１
１
で
総
合
優
勝
し
ま
し
た

第
63
回
北
海
道
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
で
第
３
位
と
な
り
ま
し
た

平
成
23
年
10
月
11
日
（
火
）
か
ら
16
日
（
日
）
ま
で
の

期
間
、
札
幌
駅
前
通
地
下
歩
行
空
間
に
お
い
て
、
本
学

夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
採
択
さ
れ
た
学
生
イ
ベ
ン
ト
「
言

の
葉
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
言
葉
は
人
の
心
の
食
べ
も
の
。
だ
か
ら
、
今
こ
そ
、

い
い
言
葉
を
集
め
て
み
ん
な
を
元
気
に
し
た
い
！
」を

イ
ベ
ン
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
地
下
歩
行
空
間
を
歩

い
て
い
る
方
々
に
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
願

う
言
葉
や
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
自
分
自
身
が
元
気
や

勇
気
を
も
ら
っ
た
言
葉
な
ど
を
「
葉
っ
ぱ
カ
ー
ド
」に

記
載
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
を
樹
木
の
幹
と
枝
だ
け
が

描
か
れ
た
ボ
ー
ド
に
貼
り
付
け
、
最
終
的
に
「
命
の
つ

な
が
り
の
あ
る
豊
か
な
森
」を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

札
幌
駅
前
通
地
下
歩
行
空
間
で

「
言
の
葉
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

開
催
し
ま
し
た

平
成
23
年
９
月
３
日（
土
）
〜
10
月
16
日（
日
）
道
内

各
地
で
開
催
さ
れ
た
第
63
回
北
海
道
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
本
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
が
３
位（
９
勝
５
敗
）の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

ま
た
、
個
人
賞
で
は
、
得
点
王
お
よ
び
優
秀
選
手
賞
に

建
築
学
科
３
年
松
本
テ
ィ
ム
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
戦
績
】

〈
１
次
リ
ー
グ
〉

対 

札
幌
大
学 

（
57
対
93
）

対 

東
海
大
学
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス 

（
106
対
97
）

対 

北
海
学
園
大
学 

（
85
対
73
）

対 

道
都
大
学 

（
77
対
70
）　

対 

北
海
道
大
学 

（
81
対
63
）

対 

酪
農
学
園
大
学 
（
67
対
74
）

対 

北
海
道
教
育
大
学
岩
見
沢
校 
（
81
対
70
）

〈
２
次
リ
ー
グ
〉

対 

札
幌
大
学 

（
65
対
109
）

対 

東
海
大
学
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス 

（
83
対
92
）

対 

北
海
学
園
大
学 

（
79
対
84
）

対 

道
都
大
学 

（
86
対
88
）　

対 

北
海
道
大
学 

（
93
対
72
）

対 

酪
農
学
園
大
学 

（
106
対
95
）

対 

北
海
道
教
育
大
学
岩
見
沢
校 

（
72
対
59
）

今
後
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。



「
新
し
い
家
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
学
生
の
た
め
の
住

宅
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、
本
学

建
築
学
科
お
よ
び
建
築
工
学
専
攻 

川
人
洋
志
研
究
室

の
学
生
４
名
の
共
同
作
品
が
、
上
位
５
作
品
（
応
募
作

品:

77
作
品
）
の
１
作
品
に
選
出
さ
れ
、
平
成
23
年
10

月
28
日
（
金
）
に
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び

審
査
員
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
は
、
公
益
財
団
法
人
ト
ス
テ

ム
建
材
産
業
振
興
財
団
の
主
催
で
、
東
日
本
環
境
技
術
研

究
機
構「
メ
ム 

メ
ド
ウ
ズ
」の
オ
ー
プ
ン
記
念
の
一
環
と

し
て
、
東
日
本
の
学
生
を
対
象
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

審
査
で
は
、
本
学
の
作
品
と
早
稲
田
大
学
の
作
品
が

接
戦
と
な
り
、
１
票
差
で
惜
し
く
も
最
優
秀
賞
は
逃
し

た
も
の
の
見
事 

優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

〈
優
秀
賞
作
品
〉

作
品
名

「
土
と
空
間
を
纏
う
家
を
覆
う
」

制
作
者

建
築
学
科 

４
年　

根
本
周
さ
ん

建
築
学
科 

４
年　

菅
原
仁
美
さ
ん

大
学
院
建
築
工
学
専
攻
修
士
課
程 

２
年　

伊
達
紗
央
里
さ
ん

大
学
院
建
築
工
学
専
攻
修
士
課
程 

１
年　

山
下
竜
二
さ
ん

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

「
学
生
の
た
め
の

住
宅
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」で

本
学
学
生
が
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
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平
成
23
年
11
月
３
日（
木
）札
幌
市
北
区
体
育
館
で
行

わ
れ
た「
第
45
回
全
日
本
空
手
道
連
盟
和
道
会
北
海
道

大
会
」の
一
般
・
大
学
男
子
個
人
組
手
に
お
い
て
、
医
療

福
祉
工
学
科
３
年 

川
崎
博
生
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

本
学
空
手
道
部
は
、
そ
の
他
の
大
会
で
も
好
成
績
を

収
め
て
お
り
ま
す
。

【
大
会
名
】

第
45
回
全
日
本
空
手
道
連
盟
和
道
会
北
海
道
大
会 

【
開
催
日
】   

平
成
23
年
11
月
３
日（
木
） 

【
会
場
】   

札
幌
市
北
区
体
育
館  

【
成
績
】   

〈
一
般
・
大
学
男
子
個
人
組
手 　

３
位
〉

　
　
　
　

建
築
学
科 
３
年  

大
山
祥
朋
さ
ん

〈
一
般
・
大
学
男
子
個
人
形 
準
優
勝
〉

　
　
　
　

都
市
環
境
学
科 
２
年  
半
田
真
凡
さ
ん

〈
一
般
男
子
組
手
団
体
戦 

準
優
勝
〉

今
後
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

学
生
の
活
躍

第
45
回
全
日
本
空
手
道
連
盟
和
道
会

北
海
道
大
会
で
優
勝
し
ま
し
た

平
成
23
年
10
月
15
日（
土
）
〜
10
月
23
日（
日
）
札
幌

で
開
催
さ
れ
た「
北
海
道
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
秋
季
３
部

リ
ー
グ
戦
」に
お
い
て
、
本
学
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
４
勝

１
敗
の
成
績
を
収
め
、
３
部
リ
ー
グ
で
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
６
日（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
２
部
３
部
入

れ
替
え
戦
に
お
い
て
も
勝
利
を
収
め
、
見
事
２
部
に
昇
格

し
ま
し
た
。

個
人
賞
で
は
、
優
秀
選
手
賞
に
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科

４
年
の
田
中
寿
和
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
戦
績
】

〈
３
部
リ
ー
グ
〉

　

対 

北
海
道
教
育
大
学
函
館
校 （
20
対
34
）

　

対 

帯
広
畜
産
大
学 

（
34
対
21
）

　

対 

北
海
道
大
学
医
学
部 

（
27
対
22
）

　

対 

札
幌
国
際
大
学 

（
30
対
28
）　

　

対 

札
幌
医
科
大
学 

（
20
対
19
）

〈
２
部
３
部
入
れ
替
え
戦
〉

　

対 

札
幌
大
学 

（
25
対
18
）

今
後
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

秋
季
３
部
リ
ー
グ
戦
で
優
勝
し
ま
し
た

建
築
学
科 

３
年  
大
山
祥
朋
さ
ん

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科 

３
年  
飯
田
将
史
さ
ん

医
療
福
祉
工
学
科 

３
年  

川
崎
博
生
さ
ん

都
市
環
境
学
科 

３
年  

櫻
岡
壮
太
さ
ん

都
市
環
境
学
科 

２
年  

半
田
真
凡
さ
ん

電
気
デ
ジ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
工
学
科 

１
年  

勝
戸
裕
造
さ
ん

電
気
デ
ジ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
工
学
科 

１
年  

佐
々
木
悠
太
さ
ん
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ク
ラ
ブ
活
動
報
告

アーチェリー部 
●第35回北海道学生アーチェリー秋季インドア大会 
　男子RC4位（情報2年　松實侑紀）

●第43回北海道学生アーチェリー新人選手権大会 
　男子RC5位（機械1年　中東楽）
　男子RC7位（医療1年　赤井寿徳）
　女子RC4位（メディア1年　三島諒子）
　女子RC5位（メディア1年　香川仁美）

空手道部
●第42回北海道空手道選手権大会兼
　第20回北海道ジュニア空手道選手権大会
　男子一般の部組手団体戦3位
　（医療3年　川崎博生、機械3年　飯田将史
　  都市3年　櫻岡壮太、電気1年　勝戸裕造
　  電気1年　佐々木悠太）

●第55回全日本大学空手道選手権大会
　男子団体組手出場
　（建築3年　大山祥朋、都市3年　櫻岡壮太
　  都市2年　半田真凡、電気1年　勝戸裕造
　  電気1年　佐々木悠太）

●第42回北海道学生空手道選手権大会　新人戦
　男子個人組手優勝（医療3年　川崎博生）
　男子個人組手準優勝（都市3年　櫻岡壮太）
　男子個人組手ベスト8（電気1年　佐々木悠太）
　男子団体組手優勝
　（医療3年　川崎博生、機械3年　飯田将史
　  建築3年　大山祥朋、都市3年　櫻岡壮太
　  電気1年　佐々木悠太）

●第45回全日本空手道連盟和道会北海道大会
　一般大学男子個人組手優勝（医療3年　川崎博生）
　一般大学男子個人組手3位（建築3年　大山祥朋）
　一般大学男子個人組手ベスト8
　（機械3年　飯田将史、電気1年　佐々木悠太
　  電気1年　勝戸裕造）
　一般大学男子個人形準優勝（都市2年　半田真凡）
　一般男子組手団体戦準優勝
　（医療3年　川崎博生、機械3年　飯田将史
　  建築3年　大山祥朋、都市3年　櫻岡壮太
　  電気1年　佐々木悠太）

卓球部
●全道新人学生卓球大会兼中田杯争奪納会試合
　新人シングルス3位（建築1年　中島亮介）
　男子団体戦3位
　（建築3年　上田晃宏、メディア2年　沼亮太朗
　  建築1年　中島亮介、情報1年　加藤稜
　  人社1年　松木拓也）
　新人ダブルス2位
　（建築1年　中島亮介、人社2年　山田真太郎）
　新人ダブルス ベスト8
　（人社1年　松木拓也、機械1年　木村吉宏）

●第78回全日本大学総合卓球選手権大会（個人の部）
　男子ダブルス出場
　（建築1年　中島亮介、メディア2年　沼亮太朗）
　男子シングルス出場
　（メディア2年　沼亮太朗、建築1年　中島亮介）

剣道部
●第7回全日本学生剣道オープン大会
　出場

硬式テニス部
●北海道学生テニス新進戦
　シングルス3位（都市2年　川口拓郎）
　ダブルスベスト8
　（都市2年　川口拓郎、都市3年　大野公暉）
　シングルスベスト8（建築1年　中田慶吾）

バスケットボール部
●第63回北海道大学バスケットボール選手権大会
　1部リーグ3位

バレーボール部
●第64回秩父宮賜杯全日本バレーボール
　大学男子選手権大会
　ミキプルーンスーパーカレッジバレー2011
　出場

●第28回北海道大学男・女バレーボールリーグ道央地区大会
　2部1位（1部昇格）

●第38回原崎杯北海道大学男・女バレーボールリーグ秋季大会
　3部2位

少林寺拳法部
●少林寺拳法第40回北海道学生新人大会
　自由組演武男子3級～初段の部第3位
　（メディア2年　近藤大地、都市2年　笹本貴仁）

●第45回少林寺拳法全日本学生大会
　男女二段以上の部　
　出場（建築2年　小橋知弥）

アメリカンフットボール部
●第37回北海道学生アメリカンフットボール選手権大会
　学生1部リーグ戦5位

エアライフル射撃同好会
●2011年度秋季北海道学生ライフル射撃選手権大会
　10mS60M（AR）3位（建築2年　 瀧澤俊介）
　BRS60 4位（医療1年　那須葵）
　団体ARS60 3位
　（建築2年　瀧澤俊介、人社3年　成田章平
　  人社3年　成田卓弥、機械1年　内山周一）

●第58回全日本学生ライフル射撃選手権大会
　10mS60M（AR）出場（建築2年　瀧澤俊介）

写真部
●Outdoor Photo Exhibition
　出展

ロボット製作部
●つくばチャレンジ2011
　出場


